
のる前に猫バンバン
寒い冬は、外で暮らす猫さん達には特に厳しい季節です。
外で暮らす猫さんたちが暖をとるために、
車のエンジンルームやタイヤの間に入ってしまうことがあります。
それに気付かず、エンジンをかけてしまうと･･･

そんないたましい事故を防ぐためにも、乗車前にボンネットをコンコンと叩き、こちらの存在を気付かせる「猫バンバン」活動が広まって
います。

実際に猫さんがファンベルトなどに巻き込まれて大変な事故になってしまった例もあり、ちょっとした心がけで悲惨な事故を防ぐことがで
きます。
是非、寒い冬にこそ、あたたかい思いやりの猫バンバンを。

事務局　Ｙ

日産♯猫バンバン（↓クリックすると動画が見られます。）
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ちいさな命を救いたい
娘が通う保育園に、ペットボトルのキャップの回収ＢＯＸがあります。
この回収ＢＯＸは、開発途上国の子どもたちへワクチンを贈る活動のために設置されており、キャップ約８６０個で、ワクチン１個相当分
の寄付金となるそうです。
世界では、ワクチンがないために命を落とす子どもも多いそうです。
子どもが亡くなる、傷つくというニュースには、いつも心が痛みます。

私は、キャップが集まると、このワクチン寄付のための回収ＢＯＸにいれています。
最近は、娘も一緒に「お友達元気になあれ」といって、ペットボトルのキャップを回収ＢＯＸに入れてくれています。
回収ＢＯＸは、いつもすぐにいっぱいになるようです。

いっぱいのＢＯＸをみると、思いが聞こえてくるような気がします。

           助かる命があるのなら－。何かできることがあるのなら－。

世界中の未来ある子どもたち、健やかに幸せに育って欲しいです。

（事務局　Ｅ）
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ブレックファースト・イン・アメリカ
立冬を過ぎて日に日に寒くなっていく今日この頃ですがいかがお過ごしでしょうか。

ところで冬の季節にふさわしい小説にアメリカの作家スタインベックの「朝めし」があります。
これは高校生の時に現代国語の教科書に掲載されていた３ページ位の短編小説で、発表されたのは今から約８０年前の１９３６年だそうで
す。

外国の小説は人名や地名を覚えるのが苦手なせいか今ひとつなじめないものが多いのですが、この小説だけは高校を卒業してから相当の年
月が経過した今もなお強く心に残っています。
白々と夜が明けかかる真冬の朝、アメリカの荒涼とした大地にテントを張り、日銭を稼ぎながら暮らしているらしい貧しい綿摘み労働者の
一家と主人公が何かの拍子に出会って束の間の朝食を共にし、別れるという実に淡々としたストーリーですが、凍てつく寒さの中、暖を取
りながら熱いコーヒーをすすり、カリカリに焼いたベーコンと、その肉汁をつけたこんがりパンを口いっぱいに頬張るという描写がリアル
で、食欲旺盛だった高校生の想像力を掻き立て、腹の虫を鳴らすのに充分過ぎるものでした。
朝食を終えた後、主人公はこの一家と別れてまたどこかへと旅立ち、労働者一家もまた幾ばくかのお金を稼ぐために放浪の旅を続けます。

この小説は１０分もあれば読み終えることができますので息抜きの時にでも是非読んでみて下さい。
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ちなみに、標題はちょうどこの小説と出会った頃に大ヒットしていたスーパートランプという英国のロックバンドの曲名です。年がばれま
すね。

 

事務局　小林

古希祝い
 

先日、事務所をあげて古希を迎えた梶山弁護士のお祝いをしました。

手作りのウェルカムボード、カラフルな飾り付け、弁護士の写真付きコースター等々で彩られた会場に、一瞬事務局Ｍさんと見間違えたマ
リリン・モンロー、事務局Ｋさんにそっくりなピコ太郎もお祝いに駆けつけ、盛大な会となりました。

次は喜寿ですね。

弁護士　谷川　生子
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夜間中学の灯
夜間中学。

今まであまり認識していなかったこの教育の場を教えてくれたのが、文科省前事務次官の前川喜平さんの講演です。

「教育機会確保法」によって、不登校などで形だけの卒業をした「形式的卒業者」も夜間中学に入学できることになり、各県でも夜間中学
創設の機運がたかまりはじめたようです。

埼玉県には公立夜間中学はありません。この春、川口市が公立夜間中学の設立を具体化し始めました。それは３０年にわたり自主夜間中学
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の活動などボランティアで支えてきた地域の方々や学びたいと思いをもった人たちの、粘り強い息の長い運動の結果だと思います。

講演の中で、前川さんが紹介してくれた「セーラー服の歌人　鳥居」という本を読みました。まともに教育を受ける機会を失った鳥居は複
雑な障害を抱えて生きる意味がみいだせない絶望の中で短歌と出会い、「生きづらかったら短歌をよもう」と呼びかけます。この本を読ん
だだけでも、学び直しの機会を得るために夜間中学を必要とする人たちが大勢いることがわかってきます。

夜間中学は、いろんな経験をしてきた、年齢も国籍も違う人たちが義務教育を受けたくて、勉強をしたくて入学してくるところ。その窓か
らこぼれる灯りは、ひとりひとりの希望の灯のように思えるのです。

事務局　松田

 

 

 

 

 

「知らぬ間に息子の奨学金の連帯保証人にされた」返済義務はな
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いと提訴（鴨田譲弁護士のコメント）
「知らぬ間に息子の奨学金の連帯保証人にされた」返済義務はないと提訴…論点は？（YAHOO!ニュース2017年11月3日掲載）

 

クレサラ集会inうえだ
先日、長野県上田市で行われた「第３７回全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会inうえだ」に参加してきました。

私が出席した奨学金の分科会では、教育問題を統計学・経済学の立場から研究されてきた矢野眞和教授（東京工業大学名誉教授）から、大
学の学費値下げは誰のために、何のために必要かについて財源論まで踏み込んだお話を聞くことができ、大変勉強になりました。

会場となった信州大学のキャンパスは紅葉がとてもきれいでした。

弁護士　鴨田　譲
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注目の判例の記事が更新されました
アスベスト被害賠償に関する判例です。是非、ご一読下さい。

『アスベスト被害賠償　国が個別連絡を開始－大阪泉南最高裁判決・平成２６年１０月９日』

１０／２９　埼玉奨学金問題ネットワーク設立４周年記念シンポ
ジウム「お金がかかる日本の大学」
　給付型奨学金が創設され、所得連動返還制度も本格的にスタートしました。
　奨学金を取り巻く状況は改善されつつあります。 この原点となる問題が日本の高等教育での学費の高さです。 先進国では無償の国も
多い中で日本の学費の高さは異常です。
　今回はこの問題に焦点を当てて、日本の学費はなぜ高いのか、このままで良いのか。みなさまと一緒に考えたいと思います。

日時：２０１７年１０月２９日（日）１３時３０分～１６時３０分（開場１３時）
会場：さいたま共済会館５０４
　　　 さいたま市浦和区岸町7-5-14 JR「浦和駅」西口より徒歩約10分

【プログラム】
■　基調請演 公教育の無償性を めぐる間題～日本の学費負担の異常性～
　　講師 高橋哲氏 埼玉大学教育学部准教授
■　取組報告 全国各地で獎学金間題に 取り組んでいる方々

主催：埼玉奨学金間題ネットワーク
後援：奨学金間題対策全国会議
　　　一般社団法人埼玉県労働者福祉協議会

（お問い合わせ先）
〒330-0064さいたま市浦和区岸町7-12 -1 東和ビル4階　
　　　　　　埼玉総合法律事務所内 TEL 048-862 -0342 FAX 048-866-0425
埼玉獎学金間題ネットワーク 事務局長　弁護士　鴨　田　　譲
<公式ホームページ> http://saitama.syogakukin.net/
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選挙
 

期日前の投票日の最終日、浦和の会場で投票してきました。
この会場の浦和区の投票ブースには順番待ちの人が何人もの人が並んでいました。
時間も終了間際の時間でしたし、政治に興味がない人が増えているとよく言われるので、ガラガラかなと思っていたので、正直驚きました。
たまたま多いタイミングに当たっただけかもしれませんが、なんだかうれしい気持ちなりました。

ところが、蓋を開けてみれば投票率は５０％台。
有権者の約半分は投票していないことになります。
投票していない残り約半分の人たちが投票したら、選挙の結果を変えるほど大きな影響を与えるのではないかと思います。
「どうせ自分が入れたところで自民党が第一党になることは変わらないから」と思う人がいるかもしれませんが、他の政党の支持が増えれ
ば、自民党はその事実を無視できず、今のように強行的な行動は採れなくなるのではないでしょうか。
「どこの政党にいれたらいいかわからない」とか、「入れたい政党・候補者がない」という理由で投票しない人もいるかもしれませんが、
それで投票しなかったとしても日本国民である以上選挙の結果の影響を受けないわけではありません。
「決めれないから」といって、自分以外の人たちが決めた政党・政治家が動かす政治の下で生活をし、社会を変えることができる可能性す
ら自らなくしてしまうことは本当にもったいないと思います。

「社会を変えたい」、「暮らしを変えたい」と多くの人が思っているはずです。
そのための最もわかりやすい一歩が「投票」なのではないでしょうか。

弁護士　鈴木　満
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